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Preface

　This research is the continuation of my previous work, “A study of Kosaku Yamada's 

Harmony 〈Akatonbo〉” ―Oita Prefectural College of Arts and Culture research bulletin 

No. 54 pp.181-194. In the previous work, I picked up "Akatonbo" but, this time I will pick up 

"Konomichi" composed in 1927, lyrics by Kitahara Hakushu. As a result of investigating the 

preceding research, there was nothing that analyzed the entire song by functional harmony as in 

the previous work.

　In this research, as before, I analyzed by functional harmony and analyzed the whole structure. 

As a result of the research, although many composition techniques similar to the previous work 

were found, it was possible to clarify the unique composition technique of "Konomichi" which 

makes use of the difference in the structure of lyrics and expression method in the relationship 

between the lyrics and music.

１．はじめに

　本研究は前著論文（「山田耕筰　和声研究〈赤とんぼ〉」大分県立芸術文化短期大学研

究紀要第54号181～194頁）の続きである。前著では「赤とんぼ」を取り上げたが、今回は

1927年に作曲された北原白秋作詞の「この道」を取り上げる。先行研究を調べたところ、

前著論文と同様、曲全体を機能和声で分析したものはなかった。

本研究では前著同様、機能和声で分析し全体構造まで分析した。研究の結果、前著と同様

の作曲技法が多く見られたものの、歌詞と音楽の関係について歌詞の構造や表現方法の違

いを活かした「この道」ならではの作曲技法を明らかにすることができた。

２．分析にあたって

　今回使用した楽譜は「山田耕筰全集８/独唱曲４後藤暢子編集・校訂（春秋社）」であ

る。調は原調のE durを基として分析を行うこととする。さらに本曲の伴奏部分は「赤とん

ぼ」と同じく４声体書法で書かれている。そこで本論文では各声部を下声部から「Pfバス
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声部」「Pfテノール声部」「Pfアルト声部」「Pfソプラノ声部」と表記することとする。

３．分析

　１～４小節２拍目前半まで

　前奏部分である。歌唱旋律冒頭部分を用い、その後はⅵ調フリギア終止、そして主調の

半終止がある。和声分析すると次のようになる。（譜例１）

　１小節アウフタクト部分は歌唱部分の初めのH音→E音→Fis音を使い、Pfソプラノ声部

とPfアルト声部の上２声による和声付けがなされている。Pfソプラノ声部H音にはPfアル

ト声部が同じH音、続くE音にはGis音、Fis音にはH音が付されている。ここではFis音につ

けられたH音に注目したい。このFis音とH音の関係は、和声分析するとE：Ⅴ第３音省略

である。前著「山田耕筰　和声研究〈赤とんぼ〉」P183）でも述べたが、このⅤの第３

音省略和音は「この道」においても素朴さを感じさせる和音である。さらに弱拍部の弱部

に置かれていることから、「赤とんぼ」同様にさりげなく、聴き手の無意識下に素朴さを

感じさせている。

　続く１小節１～２拍目はⅰ音上のⅠである。１拍目では初めてPfバス声部が現れ、アウ

フタクト部分の上声２部のみの構成とは対照的に和音が充実する。ところで１小節１～２

拍目のPfアルト声部はE音からH音の定位音（和声音）と間にDis音とCis音の転位音（非和

声音）が組み込まれていて下行ラインを形成している。この２つの転位音は経過音であ

る。ここでそれぞれの経過音の部分の偶成和音に注目したい。これらの部分を和声分析す

るとDis音の部分はE：Ⅲ、Cis音の部分はE：Ⅵ７であり、和音の種類は短三和音と短七の

和音である。さらに短七の和音は短三和音が母体となっている和音である。つまり２和音

は翳りの表情を持った和音である。ここでこの２つの翳りを持った和音がE：Ⅰの中の経

過和音として置かれていることに注目したい。E：Ⅰは主和音つまり安定和音であり長三

和音である。さらに４声体が初めて充実した部分でもある。そこに内声の経過音によって

翳りの表情が組み込まれている。つまりこの２拍部分は明るい安定和音が充実した響きを

表しておきながら、聴き手の無意識下に翳りの表情を感じさせる工夫がなされている。と

ころで、この部分のPfテノール声部に注目すると１拍目ではPfアルト声部と１オクターヴ

以上離れている。この開離は一般的には４声体を上下に２分してしまうのだが、この開離

は、Pfアルト声部を聴きやすくする効果を生み出している。
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　続く１小節３拍目はE：ⅴ調Ⅴ９根省３転（「根音省略」および「転回位置」を略記し

たもの。今後も略記することとする）である。この和音は導七の和音であり減三和音が母

体となって根音から短７度の第七音が付加されていて、翳りとロマンティックな表情があ

る。続く２小節１拍目前半はE：Ⅴ１転、後半はE：Ⅳ１転である。このⅣ１転の部分は

歌唱部分の頂点でもあり、アクセント記号の指示と共に構成音を重複させ響きを強調させ

ている。この長調のⅣは「柔らかさ」「懐かしさ」「優しさ」などの表情を持つ和音であ

り、さらに第１転回位置にすることで基本位置に比べて軽さを感じる響きであるため、

「か弱さ」「儚さ」の表情を併せ持っている。

　ここで１小節目からの和声を振り返ってみるとE：Ⅰ→ⅴ調Ⅴ９根省３転→Ⅴ１転→Ⅳ

１転に進行している。ところでこれらの進行中のⅤ１転に注目すると、Pfバス声部は第３

音であり一般的には導音である。つまり次にE:Ⅰを期待させる。しかしこの第３音は２度

上行してない為、導音機能を持っていない。つまりⅤ１転はⅣ１転に向けての経過和音で

あることが分かる。

　続く２小節２拍目は１拍目のⅣ１転のPfソプラノ声部のE音を受けて１オクターヴ下か

ら８分音符でPfソプラノ声部単独で２拍同音連打する。１オクターヴ下がったこととPfソ

プラノ声部が単独であることから作曲上書かれたsubito pがあることに注目したい。続く

３拍目～３小節１拍目にかけては、Pfソプラノ声部による８分音符でFis音２回→Gis音に

対し、ⅵ調のⅣ１転→ⅵ調のⅤの和声付けによるⅵ調フリギア終止になる。しかし３小節

２拍目ではアクセント記号と共に構成音を充実させ響きを強調したE：Ⅴが現れ、現実に

ハッと戻されたような効果と共に半終止する。直前のフリギア終止及び８分休符がこの効

果をさらに高めていると言える。

　それでは改めて冒頭～３小節２拍目までは聴き手はどのように聞こえるだろうか。まず

上部２声でホルン５度により素朴さを感じる。続いて明るさ安定感や充実したE：Ⅰでの

中の無意識下の翳りの後、経過和音としてロマンティック且つ翳りのⅴ調Ⅴ９根省、そし

て長三和音のⅤが現れて本来の明るさを取り戻して続くⅠを期待するが、裏切られて優し

さとか弱さⅣ１転に行き着く。そしてⅵ調フリギア終止があり、翳りの表情に一変する。

そして一瞬の８分休符の後にアクセント記号と共に充実したⅤによる半終止で急に現実に

戻されたようになる。このように僅か４小節間ではあるが聴き手の心を翻弄するドラマ

ティックな前奏であることは特筆しておきたいことである。このことは「赤とんぼ」と同

様の技法であることも付け加えておく。

　

　ところでこのⅣ１転の部分は、初版である山田耕筰童謡百曲集（日本交響楽協会出版）

では、構成音を重複させ響きを強調させたⅥにしていた。しかしその後出版された日響楽

譜（日本交響楽協会出版）では、Ⅳ１転に改変されている。この改変によって音楽上どの

ような違いがあるのだろうか。（譜例２）
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　初版のⅥは、まずforteの指示と共に構成音を重複させているために、Ⅵの響きが強調さ

れている。続いてⅵ調のフリギア終止が現れる。これらのことを纏めると、演奏指示だけで

なく構成音を重複、Ⅵまたはⅵ調の部分が長く書かれている。その結果翳りの表情が強調

されていることが分かる。一方改変された版では、Ⅳ１転の持つ「柔らかさ」「懐かしさ」

「優しさ」「か弱さ」の表情がdiminuendoの指示と共に繊細に表れ、その後フリギア終止で

翳りの表情に一変する。その為、表情の移り変わりがあり、表情豊かになっている。以上の

ことから、改変した方がより繊細な明暗の変化がある。山田耕筰はこの改変により、前奏部

分をより繊細な表情の変化によるドラマを作りたかったのではないだろうか。

　４小節２拍目後半～７小節２拍目まで

　ここからは歌唱部分である。詩の１行目「この道はいつか來た道、」に対する部分であ

る。和声分析すると次のようになる。（譜例３） 

　まず５小節目アウフタクト（４小節２拍目後半）から歌唱が始まる。前奏部分と同等に

Pfソプラノ声部とPfアルト声部による上２声部よる単独のH音から始まり、Gis音とE音に

よる２声への広がり、そしてさりげなく素朴さを感じさせる偶成和音の第３音省略Ⅴと

進む。続く５小節目では４声が揃い和声が充実する。和声は７小節２拍目までE：Ⅰであ

る。この和声は１小節目と同様だが、１小節目で聴けたPfアルト声部には順次下行ライン

やPfテノール声部の揺れ動く旋律が使われておらず、ⅰ音とⅴ音による保続低音上にPfア

ルト声部とPfソプラノ声部は８分音符によってE音とGis音の重音とH音の交替になってい

る。なぜ違う作曲をしたのだろうか。違いは歌詞を伴わない純粋な音だけの音楽と、歌詞
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を伴う音楽つまり歌曲との差だと考える。仮に１小節目を５小節目と同じくした場合、原

曲に比べて無味乾燥な表情になってしまう。その為、内声の効果が活きてくる。一方、５

小節目を１小節目と同じ伴奏形にした場合、歌詞全体の中の「この道はいつか來た道、」

の「この道は」部分において表情が付き過ぎであり、「この道は」部分は勿論のこと後の

歌詞の詩情を損なってしまう。これらのことから１小節目と５小節目の伴奏形の違いがあ

ると考える。

　続く５小節３拍目は１小節目のⅰ音上ⅴ調９根省とは違い、６小節１拍目のE：Ⅰに対

する偶成弱部倚和音Ⅴ９根省である。続く６小節１拍目はE:Ⅰのまま、同小節２拍目はPf

アルト声部は経過音Dis音とCis音で次に向かう。これらの部分の偶成和音はⅤ根省→Ⅵで

ある。さらに続く７小節目はPfアルト声部が直前の経過音Cis音の解決を一度回避し、H音

の下部倚音であるA音に進む。その為に和声は１拍目でⅤに進むべきところを偶成和音で

Ⅱに進行している。そして同拍後半で素朴な印象を与える第３音省略Ⅴに進み、さらに２

拍目でⅠに進み全終止する。やはりここでもPf伴奏形や和声がシンプルである。このこと

は歌詞の詩情に基づくものである。この理由については前著「山田耕筰　和声研究〈赤と

んぼ〉」で既に述べてきた。ところで今分析した中で、偶成和音が配置されている部分と

歌詞との関連に注目したい。偶成和音が使われている箇所と歌詞をピックアップしてみる

と次のようになる。

　５小節３拍目後半の弱部でありながら倚和音Ⅴ９には「いつか」の「い」

　６小節２拍目のⅤ根省とⅥには「いつか來た」の「き」「た」

　７小節１拍目のⅡには「いつか來た道、」の「み」

　である。山田耕筰は歌曲作曲の際に言葉のアクセントを大切にしたことは広く知られて

いることだが、和声付においても非和声音やそれによる偶成和音の工夫が歌詞の抑揚を活

かしていることにも注目したい。

　

　７小節３拍目～９小節２拍目まで

　詩の２行目「ああ、さうだよ、」に対する部分である。詩の１行目の叙事に対して抒情

の部分である。和声分析すると次のようになる。（譜例４） 
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　前半部分７小節３拍目～８小節１拍目まで

　まず歌詞は感動詞「ああ」である。まず７小節３拍目では、伴奏部分で構成音の重複に

よる厚く広い音域で響くE：Ⅳが現れる。そして歌唱部分では１つ目の「あ」が最高音の

E音で現れる。歌唱部分およびPfソプラノ旋律が大きく跳躍することもあり、作曲上書か

れたsubito forteを感じる。そして２つ目の「あ」は、先程から４度下行して、E：Ⅰ１転

で本来の４声体書式に戻って現れる。

　ところで１つ目の「あ」に対するⅣは、歌詞が加わった５小節アウフタクト以降初めて

現れたⅠ以外の和音である。５～７小節２拍目までずっと続いていたE：ⅰの保続低音、

つまり長時間のE：Ⅰ基本位置中心部分の後であるため、このⅣは解放されたように感じ

る。続く２つ目の「あ」に対しては先程も述べたがE：Ⅰ１転へ進行している。このこと

からここで現れるⅣはサブドミナント機能を持つ和音である。サブドミナント機能はドミ

ナント機能に対して柔らかい表情を持っている。さらに長調のⅣは前奏部分でも述べた

が、「柔らかさ」「懐かしさ」「優しさ」などの表情を持つ和音である。ここではこれら

の表情が強調されていることに注目したい。

　さらに先ほども述べた２つ目の「あ」の部分が、Ⅰが基本位置ではなく第１転回位置で

あること注目したい。この第１転回位置和音は基本位置と比べて軽さを感じさせる表情を

持っている。ここで「ああ」の和声付けについて纏めると、前半はそれまでのⅠ中心の部

分から解放されたⅣ、後半部分は安定和音Ⅰで落ち着くものの、軽さを持つ第１転回位置

である。ここで感動詞「ああ」に対して繊細な和声付けがされていて、詩情を活かしつつ

言葉を強調していることを強調したい。

　

　後半部分８小節２拍目～９小節２拍目まで

　歌詞は「そうだよ」である。歌唱旋律は「そうだよ」の「そう」に対して２拍目弱部か

ら上部倚音のCis音から始まりH音へ解決、３拍目の「だ」に対しては、さらに下行した

Gis音である。「よ」に対しては先のGis音よりも２度高いA音に進み、その後H音に７度

下行する。和声は２拍目がE：Ⅴ２転第５音上方変位、続く３拍目は１拍目と同様Ⅰ１転

である。そして９小節目ではⅤ７に進む。

　ところで歌詞の「そう」につけられた和声に注目すると、E：Ⅴ第２転回位置第５音上

方変位→Ⅰ第１転回位置である。この進行におけるE：Ⅴ第２転回位置第５音上方変位

は、前後のⅠ第１転回位置に挟まれた偶成和音（刺繍和音）である。さらに第５音上方変

位音はロマンティックで情感あふれる表情を演出する効果がある。このことは前著「山田

耕筰　和声研究〈赤とんぼ〉」で既に述べてきた。ところで前著で取り上げた和音及び例

は全て独立した和音であった。しかし今回の和音は第２転回位置であり、さらにⅠの偶成

和音として使われている。その為ロマンティックな表情が明確に示されず、さりげない

表情になっている。さらに、歌唱旋律は２拍目弱部から上部倚音で強調したCis音から始

まりH音へ解決している。これらのことから「そ」の部分が抑揚や詩情を活かした表現に

なっていることに注目したい。続く３拍目の「だ」に対しては、E：Ⅰ第１転回位置のま

まで、歌唱旋律はH音より下行したGis音である。続く「よ」の部分は、次の歌詞３行目

とのつながりを持たせるE：Ⅴ７が置かれている。さらに歌唱旋律に注目すると、これま
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で下行してきた歌唱旋律線に逆らうようにA音に２度上行する。この上行によって「よ」

が僅かに強調されている。

　

　９小節３拍目～13小節２拍目まで

　詩の３行目「あかしやの花が咲いてる。」に対する部分である。和声分析すると次のよ

うになる。（譜例５）

　前半部分９小節３拍目～11小節２拍目まで

　「あかしやの」に対する部分である。まず開始の和声は９小節１拍目の歌詞「よ」から

のⅴ保続低音を引継いでいる。しかし歌詞の２行目と３行目を分ける効果として低音H音

を改めて奏している。「あかしや」に対する保続低音上の和音は、「あ」がⅠ、「か」

にはⅠの刺繍音A音とCis音が歌唱旋律及びPfソプラノ声部と、Pfテノール声部に配置され

る。そしてそれらが偶成和音Ⅳを形成する。「し」にはⅠからⅡへ向かう経過音Dis音が

Pfアルト声部に配置され偶成和音Ⅲを形成する。そして「や」にはⅡが配置されている。

ここで「あ」に対しては安定和音のⅠ、強拍に置かれた「か」には長調のⅣである為、

「あかしや」に「明るさ」「優しさ」「柔らかさ」「懐かしさ」を感じさせるが、続く

「し」と「や」にはⅢやⅡの和音が配置され、翳りの表情を感じさせる。さらにこの翳り

の表情は弱拍部や２拍目であり、ⅠやⅣの部分に比べて目立たない位置または無意識に感

じさせる位置での表現となっている。このことは「あかしや」の詩情を活かした表現と

なっている。

　続く「の」に対してはⅴ保続低音上のⅠであるが、倚和音としてⅤ９第５音上方変位が

配置されている。さらに低音でH音を改めて弾き倚和音を強調している。このⅤ９第５音

上方変位は８小節２拍目と同様の和音であり、「あかしや」「はな」をロマンティックで

情感あふれる表情で結び付ける効果を演出している。ところで長調のⅵ音→ⅴ音の進行に

ついて様々な和声付けが考えられる。（譜例６） 
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　この中でも、長調のⅤ第５音上方変位（例D４）とⅲ調Ⅴ９根音省略（例S５）は19世

紀以降の作曲家がロマンティックな表現手段として積極的に用いている。山田耕筰も「赤

とんぼ」「かやのき山」「ペチカ」「鐘が鳴ります」を始めとする多くの作品に用い、ロ

マンティックな表情を組み込んでいることをあげておきたい。
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　後半部分11小節３拍目～13小節２拍目まで

　「花が咲いてる。」に対する部分である。「は」「な」「が」「さ」についての歌唱旋

律及び和声については「あかしや」と同様なので省略するが、ここでも明るさの中に無意

識に感じさせる翳りの表情が詩情を活かしていることに注目したい。さらに12小節１拍目

および２拍目では、低音が１オクターヴ跳躍して弾きなおされているため、改めてⅤを確

認するかのように聴こえ、次にⅠを期待させることにも注目したい。続く「い」に対して

はⅡの刺繍音Gis音が歌唱旋律及びPfソプラノ声部に配置されている。この刺繍音Gis音は

10小節目とは違い曲を終わらせるためである。続く「て」に対しては、ロマンティックな

表情のⅡを偶成和音として組み込んだⅤ７、「る」に対してはⅠが配置されている。とこ

ろで歌詞を考慮せず和声だけに注目すると、これまで長時間続いたⅤであり、９～12小節

目までの低音によるⅤの強調があるため、13小節目ではⅠを期待する。しかしⅤが続くた

め違和感がある。仮に違和感を解消し期待通りに進行すると、13小節１拍目はⅰ音上のⅤ

またはⅰ音上のⅡ→Ⅴなどが考えられる。（譜例７）

　上例のようにすると、確かに長時間のⅤの後の解決として満足感が得られる。しかし歌

詞を当てはめた場合どのようになるだろうか。「て」の部分に対して注目すると、「て」

のFis音がⅠの倚音となり「て」を強調し過ぎた表現で詩情を台無しにしてしまう。その

ためにあえてⅤのままにしたのではないだろうか。歌詞の表現を活かすために音楽が時に

歪んだ表現になるよい例である。

４．考察

　４．１．全体構造について

　歌詞が３行の構成であったことに対してどのような構成になっているだろうか。低音に

注目してみると、１行目はⅰ保続音、２行目はⅣ→Ⅰ第１転回位置→偶成和音Ⅴ第２転回

位置第５音上方変位→Ⅰ第１転回位置→Ⅴ、３行目はⅴ保続音→Ⅰの構成になっている。

力牲グラフで表すと次のようになる。（表１）
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　以上の力牲グラフから、１行目はⅰ保続低音による安定局面、２行目は様々な和音を経

過する部分、３行目はⅴ保続低音による不安定局面からⅠへの安定復帰及び全終止である

ことが分かった。このことから音楽は歌詞の構造と一致していることが分かる。ところで

歌詞の１行目部分と３行目部分が保続低音であることに対して、２行目は様々な和音が配

置されていることに注目したい。これらの違いは何が根拠なのだろうか。まず１・３行目

と２行目の歌詞の違いに注目すると１・３行目は叙事の部分であり、２行目は抒情の部分

である。そこで歌詞と和声の関係に注目すると、叙事の部分が保続低音上、言い換えれば

１つの和音の上での束縛された表現に対して、抒情の部分が様々な和音の表情と共に表情

豊かになっている。このことから山田耕筰は、作曲の段階で、叙事と抒情の表現方法を分

けていたと考える。この違いについて、山田耕筰は歌唱に対して「叙事は淡々と、抒情は

切実に」と述べている（「山田耕筰著作全集２」後藤暢子・團伊玖磨・遠山一行編　岩波

書店2001　435～437頁）。山田耕筰は叙事と抒情の表現の違いを歌手に要求してきたが、

自身の作曲段階に置いても表現を分けていたといえる。

　４．２．和声について

　以下の４点にまとめることができる。

　・ピアノ伴奏部分は４声体書法が基本となっている。

　・Ⅱ・Ⅲ・Ⅵの翳り和音が偶成和音や拍子における弱部配置として使われていることで

ある。このことは明るい表情の中に無意識下に翳りを感じさせる効果があり、詩情を活か

す表現方法の重要手段となっている。

　・第５音上方変位和音を用いることにより、詩が持つ情感あふれる表情を音楽において

も表現している。

　・１小節アウフタクト～２小節１拍目と５小節アウフタクト～６小節１拍目の和声付け

が変えられている。さらに、感動詞に対するサブドミナント機能のⅣ、３行目おわりの

「てる」に対するⅤ→Ⅰ等、歌詞の表現を優先し活かした和声付けになっている。このこ

とは歌曲の歌詞と音楽の関係を表しているといえる。

- 82 -



山田耕筰　和声研究

５．終わりに

　前回の「赤とんぼ」と同様の作曲技法が多く見られたものの、「この道」ならではの作

曲技法がいくつか見つけられた。実は今回の分析にあたって山田耕筰の数多くある歌曲の

中で「この道」を取り上げたのは、理由があった。詳細な分析をする以前からなぜ保続低

音が用いられているか疑問であったからだ。これだけ短い歌曲で保続低音を使っている曲

は珍しい存在である。様々な和声付けが考えられる中、保続低音を一途に使うことは表情

豊かな歌詞を台無しにしかねない。しかし分析を通して、適材適所の偶成和音がさりげな

く詩情を活かしていた。このことは山田耕筰の作曲技法の高さを表しているものであり、

私を驚かせた。さらに歌詞の叙事と抒情表現の違いを全体構造において分けていたことに

も驚いた。その基となったものは和声であった。「赤とんぼ」の研究時もそうであった

が、山田耕筰の和声の能力の高さを改めて感じた。

　最後に曲全体を和声分析したものを添えておくこととする。
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